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◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

4 人文社会学系科目群 2 選択
必修

○ ○

4 自然科学系科目群 2 選択
必修

○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ◎ ◎

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎ ◎

ベーシック外国語Ⅰから
１科目

1 ○

ベーシック外国語Ⅱから
１科目

1 ◯

2 情報・データ科学入門 2 必修 ◎

2 1又は2 選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

基礎電磁気学 2 ◎

物理学実験法・同実験Ⅰ（注４） 1 ◎

物理学実験法・同実験Ⅱ（注４） 1 ◎

一般化学 2 ○

化学実験法・同実験Ⅰ（注４） 1 ○

化学実験法・同実験Ⅱ（注４） 1 ○
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第　一　類（機械・輸送・材料・エネルギー系）

科　目　区　分
要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数
履修
区分

履　修　年　次　（注１） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期後期 前期

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語，アラビア語のうち
から１言語選択）

英語
(注２・３)

コミュニケー
ション基礎

コミュニケー
ションⅡ

平　和　科　目

共

通

科

目

大学教育
基礎科目

2

健康スポーツ科目

前期

外
国
語
科
目

後期

大学教育入門

教　養　ゼ　ミ

領　域　科　目 

コミュニケー
ションⅠ

必修

2 選択
必修

基　盤　科　目

2 選択
必修

18 必修

教

養

教

育

科

目

情報・データサイエンス科目

必修

2

注１： 履修年次に記載の◎，○，△のセメスター又はタームで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスター又はタームで受講できる。なお，授業科目によ
り実際に開講するセメスター又はタームが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注２： 「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に含めることはできない。
ただし，海外語学研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，IIとして単位認定が可能である。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関
する項を参照すること。

注３： 外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同実験Ⅱ（1単位）」の両方を履修すること。注４：

卒 業 要 件 単 位 数

必修

2



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用数学Ⅰ 2 4

応用数学Ⅱ 2 4

応用数学Ⅲ 2 4

応用数理Ａ 2 4

応用数理Ｃ 2 4

確率・統計 2 4

応用数学総合 2 4

力学演習 1 4

工業力学 2 4

機械・輸送工学概論 2 4

技術英語演習 1 4

工学プログラミング基礎 2 4

材料力学Ⅰ 2 4

熱力学Ⅰ 2 4

流体力学Ⅰ 2 4

制御工学Ⅰ 2 4

機械材料概論 2 4

基礎材料加工学 2 4

設計製図 1 3 3

CAD 1 3 3

工作実習(a) 1 3 3

工作実習(b) 1 3 3

授業科目
単
位
数

履修指定

備
考

機
械
シ
ス
テ
ム

輸
送
シ
ス
テ
ム

材
料
加
工

エ
ネ
ル
ギ

変
換

第１年次 第２年次 第３年次

後期 前期 後期前期 後期

第
一
群

◎ ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○

○ ○

○ ○

◎ ◎ ◎ ◎

○ △ ○ ○

○ ○ ○

○ △

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎◎ ◎

第
二
群

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎

◎

◎◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

※1　工作実習(a)，(b)は，いずれか一方のみしか履修できない。

◎ ◎

◎

第一類　専門基礎科目
◎必　  　修

○選択必修

△自由選択

第４年次

毎週授業時数

前期 後期 前期

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

機械力学Ⅰ 2 ◎ 4
機械工学実験Ⅰ 1 ◎ 3 3
機械工学実験Ⅱ 1 ◎ 3 3
機械創成実習 1 ◎ 3 3
機械材料Ⅰ 2 ○ 4
機械材料Ⅱ 2 ○ 4
材料強度学 2 △ 4
成形加工学Ⅰ 2 △ 4
成形加工学Ⅱ 2 △ 4
材料科学 2 ○ 4
機械加工学 2 ◎ 4
流体力学Ⅱ 2 ○ 4
伝熱学Ⅰ 2 ○ 4
燃焼工学 2 △ 4
内燃機関 2 △ 4
データ処理および数値解析 2 ○ 4
弾塑性力学 2 ○ 4
計算固体力学 2 ○ 4
数理最適化 2 △ 4
材料力学Ⅱ 2 ○ 4
機構運動学 2 ○ 4
機械力学Ⅱ 2 ○ 4
制御工学Ⅱ 2 ○ 4
電気・電子工学 2 ○ 4
メカトロニクス 2 ○ 4
計測信号処理 2 ◎ 4
メカニカルシステム制御 2 ○ 4
データ構造とアルゴリズム 2 ○ 4
生産システム 2 ◎ 4
要素設計Ⅰ 2 ◎ 4
要素設計Ⅱ 2 ○ 4
機械設計 2 ○ 4
信頼性工学 2 △ 4
システム工学 2 ○ 4
計算機プログラミング 2 ◎ 4
インターンシップ 1 ○ 3 3
卒業論文 5 ◎

第４年次

毎週授業時数

後期

第３年次
履
修
指
定

前期 後期 後期

第一類　専門科目
（機械システムプログラム）

授業科目
単
位
数 前期 後期

備　考

　　　◎必　  　修
　　　○選択必修
　　　△自由選択

前期前期

第１年次 第２年次



幅広い教養に支えられた豊かな人間性を培い，人類や社会が直面している地球環境問題，社会環境問題を理解する。さらに，人と社会，自然と工学との多角的な関わりの中でそれ



評価項目と授業科目との関係

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅰ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅱ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目（人文社会学系科目群） 4 選択 1,2,3,4セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目（自然科学系科目群） 4 選択 1,2,3,4セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択 1,2セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データ科学入門 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 基礎電磁気学 2 必修 3セメ 100 1 100

教養教育科目 物理学実験・同実験 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般化学 2 選択 3セメ 100 1 100

教養教育科目 化学実験法・同実験 2 選択 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅰ 2 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅱ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅲ 2 必修 4セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ａ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ｃ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学総合 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 力学演習 1 選択 2セメ 100 1 100

専門教育科目 工業力学 2 選択 2セメ 100 1 100

専門教育科目 機械・輸送工学概論 2 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 技術英語演習 1 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 工学プログラミング基礎 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 機械工学実験Ⅰ 1 必修 5セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目 機械工学実験Ⅱ 1 必修 6セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目 基礎材料加工学 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 機械材料概論 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 材料力学Ⅰ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 機械力学Ⅰ 2 必修 4セメ 100 1 100

専門教育科目 制御工学Ⅰ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 流体力学Ⅰ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 熱力学Ⅰ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 設計製図 1 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 CAD 1 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 機械創成実習 1 必修 6セメ 100 1 100

専門教育科目 計算機プログラミング 2 必修 5セメ 100 1 100

専門教育科目 工作実習(a) 1 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 工作実習(b) 1 必修 3セメ 100 1 100

科目区分 授業科目名

単位数
必修・
選択
区分

開設期
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総合的な力
(1) (2) (1) (2) (1)

科目中
の評価
項目の
総加重
値

評　価　項　目
知識・理解 能力・技能
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評価項目
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値
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評価項目
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値

科目中の
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値
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科目中
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項目の
総加重
値

評　価　項　目
知識・理解 能力・技能

専門教育科目 機械材料Ⅰ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 機械材料Ⅱ 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 材料強度学 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 成形加工学Ⅰ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 成形加工学Ⅱ 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 材料科学 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 機械加工学 2 必修 5セメ 100 1 100

専門教育科目 流体力学Ⅱ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 伝熱学Ⅰ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 燃焼工学 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 内燃機関 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 データ処理および数値解析 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 弾塑性力学 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 計算固体力学 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 数理最適化 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 材料力学Ⅱ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 機構運動学 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 機械力学Ⅱ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 制御工学Ⅱ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 電気・電子工学 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 メカトロニクス 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 計測信号処理 2 必修 4セメ 100 1 100

専門教育科目 メカニカルシステム制御 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 データ構造とアルゴリズム 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 生産システム 2 必修 5セメ 100 1 100

専門教育科目 要素設計Ⅱ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 機械設計 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 システム工学 2 選択 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 信頼性工学 2 選択 5セメ 10 1 90 1 100

専門教育科目 要素設計Ⅰ 2 必修 4セメ 100 1 100

専門教育科目 インターンシップ 1 選択 6セメ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 必修 7,8セメ 55 1 45 1 100



機械システムプログラムカリキュラムマップ 別紙４

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 信頼性工学（△） インターンシップ（△）
健康スポーツ科目（○） 健康スポーツ科目（○）

大学教育入門（◎）

平和科目（○）
情報・データ科学入門（◎） 微分積分学Ⅱ（◎） 基礎電磁気学（◎）
微分積分学Ⅰ（◎） 数学演習Ⅱ（◎） 一般化学（○）
数学演習Ⅰ（◎） 線形代数学Ⅱ（◎） 工学プログラミング基礎（◎）

線形代数学Ⅰ（◎） 一般力学Ⅱ（◎）
一般力学Ⅰ（◎） 物理学実験・同実験（◎）

化学実験法・同実験（○）

力学演習（△） 応用数学Ⅱ（◎） 応用数学Ⅲ（◎） 応用数理Ａ（○） 応用数学総合（○）
機械・輸送工学概論（◎） 確率・統計（◎） 応用数理Ｃ（○） 機械材料Ⅰ（○） 機械材料Ⅱ（○）
工業力学（△） 材料力学Ⅰ（◎） 機械力学Ⅰ（◎） 機械加工学（◎） 材料強度学（△）
応用数学Ⅰ（◎） 流体力学Ⅰ（◎） 流体力学Ⅱ（○） 燃焼工学（△） 内燃機関（△）
設計製図（◎） 基礎材料加工学（◎） 材料力学Ⅱ（○） 生産システム（◎） 計算固体力学（○）

機械材料概論（◎） 機構運動学（○） 信頼性工学（△） メカトロニクス（○）
制御工学Ⅰ（◎） システム工学（○） 電気・電子工学（○） 機械設計（○）
熱力学Ⅰ（◎） 材料科学（○） 弾塑性力学（○） 成形加工学Ⅱ（△）

伝熱学Ⅰ（○） 成形加工学Ⅰ（△） データ構造とアルゴリズム（○）

データ処理および数値解析（○） 機械力学Ⅱ（○）
数理最適化（△） メカニカルシステム制御（○）

制御工学Ⅱ（○） 要素設計Ⅱ（○）
計測信号処理（◎） 計算機プログラミング（◎）

要素設計Ⅰ（◎）
教養ゼミ（◎） 工作実習（a)　（○） 工作実習（b）　（○） システム工学（○） 機械工学実験Ⅰ（◎） 機械工学実験Ⅱ（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

ＣＡＤ（◎） 機械創成実習（◎）
インターンシップ（△）

教養ゼミ（◎） コミュニケーション基礎Ⅱ（◎） 機械工学実験Ⅰ（◎） 機械工学実験Ⅱ（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）
コミュニケーション基礎Ⅰ（◎） コミュニケーションⅡA（◎） 技術英語演習（◎） インターンシップ（△）
コミュニケーションⅠA（◎） コミュニケーションⅡB（◎）

コミュニケーションⅠB（◎）

ベーシック外国語Ⅰ（○）

ベーシック外国語Ⅱ（○）

色分け 教養コア・共通科目 教養基盤科目 専門基礎科目 第一群 専門基礎科目 第二群 専門科目
記号 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

評価項目

コミュニケーション能力および
国際的に情報収集や発信でき
る能力の養成

総
合
的
な
力

知
識
・
理
解

地域社会や国際社会，産業の
発展に積極的に取り組む自立
性の養成

技術者として必要な基礎的知
識の修得と論理的思考能力の
養成

柔軟な発想と創造性をもって自
ら工学的課題を解決する能力
の養成

機械システム工学の基礎の確
実な習得と応用力の養成

能
力
・
技
能

学習の成果 １年 ２年 ３年 ４年
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教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

茨木 創一 教授 7580 A3-225 ibaraki@hiroshima-u.ac.jp 

大倉 和博 教授 7550 A3-521 kohkura@hiroshima-u.ac.jp 

菊植 亮 教授 7573 A3-241 kikuuwe@hiroshima-u.ac.jp 

山田 啓司 教授 7586 A3-642 keiji@hiroshima-u.ac.jp 

岩本 剛 准教授 7576 A3-345 iwamotot@hiroshima-u.ac.jp 

江口 透 准教授 7552 A3-343 eguchi@hiroshima-u.ac.jp 

田中 隆太郎 准教授 4654 A3-641 ryu-tanaka@hiroshima-u.ac.jp 

和田 信敬 教授 7584 A3-422 nwada@hiroshima-u.ac.jp 

池条 清隆 助教 7579 A3-226 ikejo@mec.hiroshima-u.ac.jp 

關谷 克彦 助教 7581 A3-643 sekiya-k@mec.hiroshima-u.ac.jp 

村松 久圭 助教 7575 A3 242 muramatsu@hiroshima-u.ac.jp 

Ankit Sachan 助教 
海外でテレ

ワーク 
海外でテレ

ワーク 
sachanhiroshima-u.ac.jp 

河野 佑 准教授 7582 A3-423 ykawano@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 

令和４年度生対象 
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